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第70回春季研究発表大会
@芝浦工業大学豊洲キャンパス





コロナ禍を契機に私たちは「気軽にオンラインでつながる」という手段を手に入れました。
そして ICT 技術の発達により「気軽に動画をアップロードして共有する」という手段も手に
入れました。さらにはインターネット上にある膨大な情報を人工知能が分かりやすくまとめて
くれるようにもなりました。さて、このような状況変化の最中にあって

「学びはどうデザインするのがよい」のでしょうか？
「Youtubeでいいじゃん！」「オンラインでいいじゃん！」「AI に聞けばいいわ！」

そんな声も聞こえてきます。はたして大学で授業をする意味とは一体なんなのでしょう？この
一方、私たちがこうして学会発表という名のもとに集うのもひとつの学びです。大会を運営
するために皆が協力し合う中にも学びはあります。考えてみれば「学び」は私たちの身の回
りの至るところに存在しているのです。

第 70 回を迎える今回の春季大会では、会期を通して学び合うのと同時に「これからの学び
はどうデザインするのがよいか？」について皆さまと議論を深めたいと思います。
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出入り口は３Fからのみになります。
階段・エスカレーターが使用できない方は
エレベーターにて出入りが可能です。
受付までお問い合わせ下さい。
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環境デザイン部会1

デザイン科学研究部会
タイムアクシスデザイン研究部会7

情報デザイン研究部会8

受付

基調講演

新たな学びに向けた大学の改革

芝浦工業大学 学長
山田 純

2020 年 1 月に始まったコロナ禍は、オンラインコミュニケーションの常
識を一変させました。近年では AI（人工知能）が日進月歩の勢いで進化
しており、私たちの生活をさらに一変させようとしています。「分かりやす
く編集された最新の集合知がいつでも、どこでも手に入る時代」の到来
です。
このような状況にあって「大学の学び」は今のままでよいのでしょうか。
教えることに長けた情報コンテンツはもはや大学の外側にごまんと溢れて
います。大学で学ぶことの意義とは何か、大学で何をどう学ぶのか、こう
したことを今、真剣に見直さなければ私たちの存在意義はあっという間に
無くなってしまうかもしれません。いよいよ本気で大学の次なる姿を「考
えなければならない」タームに入ってしまったのだと思います。
芝浦工業大学では 2024 年より工学部が課程制に移行します。システム
理工学部やデザイン工学部もこれに引き続いて改組する予定です。また、
これらの改組では組織再編だけではなく、様々な「新たな学び」を導入、
試行する予定です。
この基調講演では、それらの考え方や実際の仕組みついてお話するとと
もに、新たな学びをデザインする上での悩みについてもお話したいと思い
ます。この機会に皆さま方のお知恵も少し拝借できれば何よりです。
皆様のご参加、お待ちしております。

東京工業大学工学部生産機械工学科卒、同大学院理工学研究科博
士課程中退。博士（工学）。同大学工学部生産機械工学科助手、山
梨大学工学部機械工学科助教授を経て、2005 年に芝浦工業大学
工学部機械工学科教授。SIT 総合研究所長、先端工学研究機構長、
工学部長を経て2021年 4月から学長。専門は熱工学、光工学。
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13:00 - 19:00
総会・基調講演・OPEN SIG・エクスカーション

（と悩み）

OPEN SIG (Special Interest Group) は公開型の研究部会です。
どなたでもお好きな部会に好きなタイミングで参加できます。
ひとつの部会にどっぷり浸るもよし、いろんな部会をまわるもよしです。
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エクスカーション

解散

予定航路
（天候によっては航路変更になる場合があります）

東京湾

オーガナイズドセッションの現場を見に行ってみよう！

（共催：葛西海浜公園パートナーズ）
東京湾奥の葛西海浜公園に船で出かけよう

東京湾奥・葛西沖三枚洲がラムサール条約湿地として登録を達成し５周年を迎える。
今回のオーガナイズドセッションでは、葛西沖の保全計画、登録までの経緯や東京
湾の自然環境の現状を振り返り、干潟の役割や都市の水辺景観について考察する。
そこで、屋形船を仕立てて、葛西まで行ってみることにしました。芝浦工大から意
外と近い、葛西にはこんな自然も？
葛西海浜公園のパークレンジャーの話も聞きながら、東京湾葛西に目を向けてみよ
う。

君のデザイン魂に火がつく！
驚きの発見があるかも？

そして帰路では、ゲートブリッジ、レインボーブリッジ、お台場も回って、夜の東京
を船から眺める特別体験。
ぜひ、ご参加を！

木村 成美さん
葛西海浜公園パートナーズ
パークレンジャー

講師

Start & Goal

葛西海浜公園
Kasai Marine Park

東京ゲートブリッジ
Tokyo Gate Bridge

砂町南運河
Sunamachi South Canal

東京ディスニーリゾート
Tokyo Disney Resort

芝浦工業大学
Shibaura Institute of Technology

東京ビッグサイト
Tokyo Big Sight

豊洲市場
Toyosu Shijo

選手村
Olympic village

レインボーブリッジ
Rainbow Bridge

お台場海浜公園
Odaiba Seaside Park

新砂水門
Shin Suna Suimon夢の島公園

Yumenoshima Park 

ららぽーと豊洲
LaLaport TOYOSU

芝浦工業大学豊洲キャンパス
船着場発着
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15:00 - 17:00
オーガナイズドセッション

サービスデザインの未来と人材像

オーガナイザー
渡邉 慎二
千葉大学 デザイン・リサーチ・インスティテュート 教授

パネリスト
Birgit Mager
Service Design Network（SDN）代表
ケルン応用科学大学 教授

長谷川 敦士
株式会社コンセント 代表
武蔵野美術大学造形構想学部 主任教授
SDN日本支部 代表

緒方 啓史
株式会社東芝 CPSxデザイン部 共創推進担当

丸山 幸伸
株式会社日立製作所 研究開発グループ 主管デザイン長
武蔵野美術大学造形構想学部 教授

白鳥 友里恵
Designship Do 代表
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　産業や行政など幅広いフィールドで活躍するサービスデザインの研究者や実践者、また、世界サービスデザインネットワークのリーダーの知見から、
研究と実践の最新状況を共有し、これからのサービスデザインとそれを支える人材像、教育について議論する。
　サービスデザインが普及し、多くの企業やビジネス・デザインコンサルでサービスデザインへの移行が進み、サービスデザインの研究と実践が積
み重ねられている。しかしながら、最初からサービスデザイナーであった人はまだまだ少なく、特に活躍しているシニアサービスデザイナーは、イン
ダストリアルデザイン、ユーザインタフェースデザインなどからのキャリアチェンジ組が多い。
　本セッションでは、サービスデザイナーにキャリアを変えたデザイナー、キャリアチェンジを支援するプログラム運営者などを交えて、様々な分野
でのサービスデザインの事例、そして新しいサービスデザインやその先の兆しとなるプロジェクトなどを紹介し、これからのサービスデザインとそれ
を支える人材像、教育について議論する。

学びのデザイン

オーガナイザー パネリスト
蘆澤 雄亮
芝浦工業大学 デザイン工学部デザイン工学科 教授

相庭 玄輝  
株式会社Too HR デザイン部 ゼネラルマネージャー

柿山 浩一郎
札幌市立大学 デザイン学部 教授

木村 雅彦
株式会社 GKグラフィックス 取締役

早川 克美
京都芸術大学通信教育部 芸術教養学科 CLO
京都芸術大学大学院（通信教育）学際デザイン研究領域 領域長 教授

福田 大年
札幌市立大学 デザイン学部 講師
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　今から約13年前、日本では白熱教室が注目されました。そして、2012年8月には中央教育審議会の答申「中長期的な大学教育の在り方について」
にアクティブ・ラーニングという言葉が込められました。世の中は「整然と並んだ机に向かって一方的に教授の話を聞く」という学習スタイルから、ワー
クショップや PBL（Project / Problem Based Learning）など「雑然とした空間の中で手やカラダを動かし、議論しながら学ぶ」を求め、大
学もそのように変化することを求められました。デザインはもともとアクティブ・ラーニングを主としていたため、あまり大きな影響は無かったかも
しれませんが、昨今では AI 技術の目覚ましい発展、オンラインツールの台頭、リスキリングなどによる生涯学習の活発化など、学びをめぐる環境
は大きく変化しようとしています。さて、学びの在り方というのはこれからどうなっていくべきなのでしょうか？これは大学だけの問題ではなく、社
会全体の問題でもあります。
　ということで、このセッションでは様々な立場の方々をお招きした上で、それぞれが実施している「新たな学びへのトライアル」をお話しいただく
とともに、次なる学びの姿を皆さまと一緒になって考えたいと思います。

4F-2403
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オーガナイザー
佐々木 美貴
日本デザイン学会環境デザイン部会主査
江戸川区子ども未来館、愛知県立芸術大学

パネリスト
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15:00 - 17:00
オーガナイズドセッション

みんなで東京湾葛西沖を学び・考える

風呂田 利夫
東邦大学理学部生物学科 名誉教授

上山 肇
法政大学大学院 政策創造研究科教授
建築学会 親水とSDGs 小委員会委員長

高木 嘉雄
江戸川区子ども未来館企画調整員

柿澤 佳昭
江戸川区環境部気候変動地域連携課長

オーガナイザー
青木 史郎
中国美術学院客員教授
元 日本デザイン振興会

黒田 宏治
静岡文化芸術大学名誉教授
元 GKデザイン機構

パネリスト
河原林 桂一郎
静岡文化芸術大学名誉教授
元（株）東芝 デザインセンター長

蓮見 孝
筑波大学・札幌市立大学名誉教授
元 日産自動車（株）チーフデザイナー

大澤 隆男
（株）ヤーマン 開発本部 シニアアドバイザー
元日立製作所 デザイン本部長、IT 統括本部長

安齋 利典
実践女子大学教授
元 札幌市立大学教授、( 株 ) 三菱電機 デザイン研究所・宣伝部
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　東京湾奥・葛西沖三枚洲がラムサール条約湿地として登録を達成し、 2023 年 10 月に５周年を迎える。今回のオーガナイズドセッションでは、
葛西沖の保全計画、登録までの経緯や東京湾の自然環境の現状を振り返り、干潟の役割や都市の水辺景観について考察する。
さらに自然との共存やワイズユース（賢明な利用）のあり方について意見を交換し、都市の環境デザインに役立てる。
　葛西海浜公園は多くの人々の叡智と努力の結果かつての自然環境を一定程度復元できた好事例と言われる。その成果がラムサール条約湿地への
登録実現であった。このオーガナイズドセッションを主宰する環境デザイン部会が指向しているのは「つなぐ」ことでもあるので、先人の努力を横
に繋ぎ、さらに都市の中の豊かな自然を未来に「つなぐ」環境デザインを共に考えたい。
セッションでは
　・登録地と周辺の現状、保全計画、干潟の生態系等を概観し、
　・現地江戸川区の親水公園や緑道網と海浜部を繋ぐ水とみどりのネットワークの思想に迫り、
　・次世代を生きる子どもたちの学びのフィールドとしての水辺や干潟の役割を報告する。
こうした具体事例を受けて「持続可能な開発」(SDGｓ)を前提とした自然共生とまちづくりの提案を会場の参加者と作り上げていく。

オーガナイザー
髙橋 克実
ホロンクリエイト

パネリスト

ビジョンと体験設計

山崎 和彦
武蔵野美術大学

早川 誠二
HCD YOROZU Consulting

上田 義弘
y2.DesignConsulting

柳田 宏治
倉敷芸術科学大学

郷 健太郎
山梨大学
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　デザイン学研究において、デザイン経営に則ったデザイン開発を考えることが必要となってきています。それはデザイン的思考であるビジョンデ
ザインと、これを設計するための体験設計、更に設計された体験を実現する社会実装です。これらは企業や行政のビジネス開発にとって重要な役
割を果たします。また、こうした上流工程のデザイン経営とつながる考え方は、これからのデザイン教育にも大きな影響をもたらすと考えます。今
から10 年前に出版されました「エクスペリエンス・ビジョン～ビジョン提案型デザイン手法～」（丸善出版）は ICT・IoT・DX化するユニバーサル
デザインを考慮するためのデザイン方法論を広め、社会環境への対応を試みるものです。この著者たちが実践して、活動をしてきた経験と知見を今
後のデザイン学の発展に寄与すべく、出版や講演などを行ってきました。 今回はこれに関わる事例や手法、そして、考え方をご紹介して、これから
のデザイン学研究の取り組み方について皆様と議論したいと考えています。 

企業内デザインが築きあげた資産
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　日本のデザインは、欧米のそれを下敷きに、ユニークな発展を遂げてきました。特に1970 年代からバブル崩壊に至る時期には、前人未到といっ
てよいほどの高みに到達していたように思われます。「プロモーションデザイン研究部会」では、その発展をできるだけ客観的に捉えることにより、
21世紀の日本のデザインが担うべき、新たな国際的な役割を明らかにしたいと考えています。
　今回の「オーガナイズドセッション」では、日本の大手製造業のデザイン部門が展開してきた「調整役としての役割」に着目します。日本企業の
デザイン部門は、商品の企画やデザインの推進を通じて大きな成果をあげてきましたが、特に産業・公共分野の戦略的な商品や設備の開発において、
技術部門や営業部門等の意見を一歩下がって調整するという、コーディネータ的な役割をも果たしてきました。 このある意味での慎ましい態度は、
日本商品が国際的に高い競争力を生み出した大きな要因となりましたが、その後日本企業が勢いを失うにしたがい、こうした企業内で蓄積された良
質な技術もまた、生かされる機会を失っていったように思われます。しかしここには、２１世紀のデザインを語るうえで極めて重要となる、「コーディ
ネート」あるいは「ファシリテート」という戦略的概念が、しっかりと実践されていたのです。
　今回の「オーガナイズドセッション」では、総合電機や自動車などの分野で、企業内デザインを推進されてきた方々をお迎えし、企業内で実践さ
れてきたデザイン活動の一端を紹介いただくと共に、今日の視点から、企業内で蓄積されているデザイン的資産を活かしていく可能性を検討してい
きたいと考えています。
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24-25
JUNE

9:00 - 17:00
企業協賛展示

クムルスは、芸術とデザインの、教育、研究、実践における、国際化、グローバル・モビリティ、
知識交換、そしてコラボレーションのための、ダイナミックなエコシステムを提供しています。世
界 66 カ国、357 の団体が会員であり、世界レベルでの交流がなされています。日本からは 11
の大学がメンバーになっています。是非この機会に、クムルス会員になることをご検討ください。

クムルス　芸術とデザインの国際的な組織

デザインの国際団体 World Design Organization（WDO）による 「世界デザイン会議 2023
東京 / World Design Assembly（WDA）」が 2023 年 10 月 27 日～29 日の 3 日間、東京
で開催されます。過去には、1973 年に京都、1989 年に名古屋で開催され、日本での開催は
34 年ぶりとなります。
公式ウェブサイト　https://www.wda2023.tokyo

世界デザイン会議2023東京

グッドデザイン・ニューホープ賞は、デザイナー、クリエイターを目指す大学・大学院・各種専修
専門学校の学生や、卒業・修了後まもない若手クリエイターを対象としたデザイン賞です。応募
条件は、現在在学中の学生や、卒業・修了後 1 年以内のクリエイターが、在学中に制作した作
品やプロジェクトです。応募締切は【7月18日（火）13:00】。
公式ウェブサイト　https://newhope.g-mark.org

グッドデザイン・ニューホープ賞

日本 3Dプリンター株式会社は、3Dプリンターや 3Dスキャナーなどの 3D デジタルツールの取
り扱いを通じて日本の製造業を支援します。総代理店である Raise3D・EinScan のほか、
Farsoon、Markforgedなど、アプリケーションに応じた様々な製品群をご用意しております。

付加製造のソリューションパートナー
日本3Dプリンター株式会社

企業協賛展示会場 4F-2406～2407教室およびその周辺



Apple 製品を在学中にお安く提供できる「まなび応援！Apple 専用分割プログラム（残価設定
プラン）の紹介！　Fusion360 を授業で展開しませんか？先生向け講習、学生向け講習請け負
います。ぜひご相談ください。

Apple 製品の学生販売　Fusion360講習はTooにお任せ！

業務用洗浄機メーカーが手掛ける新規事業の「モジでる」は、人の目の錯覚を利用した文字看
板のことで、関西大学との産学連携によるもの。凹んだ文字が立体的かつ、左右に動くと文字が
ついてきて見えるのが特徴。逆遠近法の仕組みで奥行が反転し、単眼だとより効果が発揮される。

あなたはきっと、騙される。
株式会社ショウワ

金剛黒体は12 種類の太さに 4 種類のコンデンス書体、19 種類の多言語への対応といった高い
デザイン性と優れた機能性が特長のゴシック体です。グッドデザイン賞をはじめ、国内外でアワー
ドを受賞するなど高い評価を受けています。また 2023 年 4月には、9 種類の太さによる新時
代の明朝体として金剛明朝体をリリースしました。金剛黒体および金剛明朝体は、液晶画面での
表示において快適な読み心地を発揮するフォントです。

ダイナフォント「金剛黒体 /金剛明朝体」
ダイナコムウェア株式会社

資格付与事業からは PD 検定と改訂版 � 級用テキスト、問題集の紹介。素材加工研究委員
会からは JIDA STANDARD SAMPLES の新刊「木のサンプル帳」の紹介。社会課題研究委
員会からは、産総研、東京消防庁などとの共同研究の成果と、身体保持機能を持った空間
や家具の提案など。以上 � つの委員会が出展しています。

新しい情報が満載です！
公益社団法人日本インダストリアルデザイン協会

幹事校特別企画展「杉山先生を偲ぶ」
元・日本デザイン学会会長であり、長年にわたり千葉大学工学部工業意匠学科にて
教員としてご活躍され、２０１１年には芝浦工業大学デザイン工学部デザイン工学科
教授としてもご活躍された杉山和雄先生が2022年１０月10日にご逝去されました。
今回、先生を偲んでささやかな展示をしたいと思います。
メッセージボードもありますので、ぜひメッセージを残していただければ幸いです。

24-25th JUNE, 9:00 - 17:00 企業協賛展示



24
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9:00 - 11:00
口頭発表Ａ

製品マニュアルにおける動画による動作原理の概念説明の有効性
* 山本 彩智 ¹、土井 俊央 ²、瀬戸 大地 ³、清水 義孝 ³
1. 大阪市立大学 , 2. 大阪公立大学 , 3. 株式会社クレステック

企業組織構成員の参加型による方針浸透策のデザイン

* 鷲谷 佳宣 ¹
1. 武蔵野美術大学

触覚矢印 -DiGITS：緊急時の経路誘導を想定したケーススタディ
* 安井 重哉 ¹
1. 公立はこだて未来大学システム情報科学部情報アーキテクチャ学科

所与のデザイン課題に対する＜自分ごと＞認識の形成に関する研究
* 中山 真太朗 ¹、小早川 真衣子 ¹
1.千葉工業大学大学院先進工学研究科

Exploring the meaning of design for Sustainable and Circular Design by Experiential Design
*Fei Fan Chao¹
1. National Yunlin University of Science and Technology 

ウェブサイト制作時における情報整理に関する研究
* 金城 秀都 ¹、蘆澤 雄亮 ²
1. 芝浦工業大学大学院 , 2. 芝浦工業大学
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アクターネットワーク理論を用いた方針浸透開発プロセスの分析
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3F-2302
Observation on the Effects of Spatial Cognition on Joint Assembly Task Using Visual Completion Graphical Element
*PENG JIANG¹, Takamitsu Tanaka¹
1.Iwate University

ディスカッション

二種類のアイデア発想段階の生理指標計測に基づく基礎的考察
* 張 紫薇 ¹、前川 正実 ²
1. 京都女子大学大学院 , 2. 京都女子大学
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新製品開発の初期段階におけるプロトタイピングとチームクリエイティビティの関係

* 三冨 敬太 ¹、赤木 真由 ¹、五百木 誠 ¹
1. 慶應義塾大学大学院システムデザイン・マネジメント研究科

大学院で実施されたデザインプロジェクトを例に

デジタル技術によるビジュアライズを活用した創造的対話の研究
徳永 竜也1、スコット アレン2、徳井 直生2、三澤 直加3

1. 株式会社日立製作所 , 2. 慶應義塾大学大学院 , 3. 株式会社グラグリッド

赤外線深度カメラを用いた姿勢改善システムの提案
* 内田 隼人1、風翔 梶谷1、加藤 健郎2、西村 秀和2、平尾 章成3, 4

1. 慶應義塾大学大学院 , 2. 慶應義塾大学 , 3. 国立研究開発法人産業技術総合研究所 , 4. 芝浦工業大学

マテリアル・ティンカリング：初期デザインプロセスにおける「デザイン知」の探索
* 辻村 和正1、筧 康明2

1. 東京大学大学院学際情報学府 , 2. 東京大学大学院情報学環
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逆遠近錯視を用いた立体サイネージの研究

* 森 香南子 ¹、林 武文 ¹
1. 関西大学

規矩術の基礎知識の習得にGeoGebraを活用する方法
* 岩崎 敏之 ¹、長谷川 幸基 ²
1. 静岡文化芸術大学デザイン学部デザイン学科 , 2. 日本建築専門学校

有向関係を含めたテキストマイニングによる眺望道路の評価構造

*上原 健太 ¹、永見 豊 ²
1. 拓殖大学大学院 , 2. 拓殖大学

サービスエリア駐車場での安全な歩行者誘導を目的とした路面標示

* 永見 豊 ¹、鈴木 奏 ²、太田 秀平 ³、清宮 広和 ³
1. 拓殖大学工学部 , 2. 拓殖大学工学部デザイン学科 , 3. ネクスコ東日本エンジニアリング

Sequence Images of Railway Landscape

*Panitan Pramoon¹, Jun Mitera²
1.Fukui University of Technology - Department of Social System Engineering - Design Course , 2.Fukui University of Technology- Department of Design - Faculty of Environmental and Information Sciences 

航空機の旅客空間デザインの歴史

* 益岡 了 ¹、松田 賢 ¹、緒方 誠人²、池田 岳史 ³
1. 大阪工業大学 , 2.UXデザイン研究所 , 3. 福井工業大学
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アルファベット立体文字の制作

快適化と最適化の摩擦

山岳・高原・海岸の地形別による分析

東北自動車道下り線上河内サービスエリアを対象として

A Case Study of the Echizen Railway in Fukui, Japan

24th JUNE, 9:00 - 11:00 口頭発表Ａ
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24th JUNE, 9:00 - 11:00 口頭発表Ａ

情報デザイン研究部会については
引き続き11:00よりOPEN SIGを開催

スキー板のワクシングを自動で行うロボットの開発
* 島内 涼雅 ¹、橋田 規子 ¹、熊谷 正朗 ¹
1. 芝浦工業大学

電気鋳造による七宝焼きにおけるデジタルファブリケーションを活用した原型製作の検討
* 蛭田 直 ¹
1. 神戸芸術工科大学

細胞とのコミュニケーション・コラボレーションに関する科学的エビデンスにもとづく身心一体科学の学習デザイン化の試み

* 跡見 順子 ¹、藤田 恵理1, 2、跡見 綾 ³、東 芳一 ³、清水 美穂 ¹、清水 享祐⁴、天野 尚美⁴、棚橋 沙由理⁵、山本 真紀⁶
1.帝京大学総合研究機構 , 2. 東京女子大学 , 3. 東京農工大学工学府 , 4. 立教女学院中学校高等学校 , 5. 筑波大学 , 6. 関西福祉科学大学

「人間である自分を知る」ために

共生社会の実現を目指したナラティブ

* 棚橋 沙由理 ¹、山本 桃子 ²、白岩 志康 ³
1. 筑波大学先端数学推進機構 , 2. 東京国立博物館学芸企画部博物館教育課 , 3.ヘルシンキ大学大学院人文学研究科 ／アントワープ大学大学院文化財学研究科

フィンランドにおけるミュージアムの教育事例から

工業大学に女子学生を増やすための広報デザイン

* 桐山 玲奈 ¹、池田 岳史 ²
1. 福井工業大学大学院 , 2. 福井工業大学

～福井工業大学をケーススタディとして～
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西陣織技術者との共創によるeテキスタイル開発の試み
* 木塚 あゆみ¹、上田 香 ²
1. 大阪芸術大学 , 2. 嵯峨美術大学

遊ぶように共創されるプロセスの解明

* 佐々木 舞 ¹、福田 大年 ²
1. 札幌市立大学大学院 , 2. 札幌市立大学

複数人によるボードゲームづくり経験を振り返って

人類学的な視点を取り入れたデザインコンセプトワークショップ

* 松薗 美帆1, 2、伊藤 泰信1

1. 北陸先端科学技術大学院大学（JAIST）, 2. 株式会社メルペイ

―新規サービス「メルカード」の立ち上げを事例として―

個人の「思い」から始める活動構成型デザインの試み

* 原田 泰 ¹、南部 美砂子 ²
1. 株式会社デザインコンパス , 2. 公立はこだて未来大学

アーティスト×家具職人×情報デザイナーで取り組む地域材を活用したものづくり

デザインを学ぶこと：その学びの成り立ちと意味

* 岡村 綾華 ¹、須永 剛司1, 2、柿本 悠 ¹
1. 上田女子短期大学 , 2. 東京藝術大学

「知る」学びと「行う」学びを編み合わせて新たな学びをつくる試みから見えること

イノベーション活動におけるメディアによる多様性のマネジメント

* 神谷 泰史1, 2

1.情報科学芸術大学院大学 メディア表現研究科 , 2. コニカミノルタ株式会社

Whyを編み直すバウンダリーメディアの役割
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地域振興におけるゲーミフィケーションの活用
* 金指 凌 ¹、田中 みなみ ²
1. 芝浦工業大学大学院 , 2. 芝浦工業大学

「ご当地萌えキャラ」デザインの調査と分析 3
* 中村 泰之 ¹
1. 宝塚大学東京メディア芸術学部

地域コミュニティでのライフプロジェクト実践と自律性向上の研究

* 石井 萌 ¹
1. 武蔵野美術大学

住民共創を促す地域芸術活動の考察： 場所と「雰囲気」のインターディフュージョンから生成していく地域表現
* 路 梦瑶 ¹
1. 武蔵野美術大学

ゲームを通じてシビックプライドを高める学びのデザイン

* 村井 貴 ¹、櫻井 弘道 ¹、戸塚 和美 ²、タツナミ シュウイチ¹
1.常葉大学 , 2. 掛川市役所

－マインクラフトで国指定史跡「高天神城跡」の再現を試みる－

移住経験者の事例分析より

厳冬期災害時の避難所における「かまくらトイレ」の活用可能性

* 堤 晴季 ¹、本多 いづみ ²、福田 大年 ¹、鬼塚 美玲 ²、齊藤 雅也 ¹
1. 札幌市立大学デザイン研究科 , 2. 札幌市立大学看護学研究科

構造や空気温度に着目したトイレ環境の検証

6A-01

6A-02

6A-03

6A-04

6A-05

6A-06

６A

環境デザインとしての役割に注目したサインデザインの分析

* 永利 里沙子 ¹、関 博紀 ¹
1. 東京都市大学

51作品 228 事例を対象とした作品分析とインタビュー調査を通じた考察



「エージェンシー」概念と「オタク力」概念の検討

*小牧 瞳 ¹、藤川 大祐 ²
1.千葉大学大学院 , 2.千葉大学

多様な色の見え方を共に楽しむ絵本シリーズ「イロイロトリドリ」

* 吉川 綾華 ¹、赤井 愛 ²
1. 大阪工業大学大学院ロボティクス＆デザイン工学研究科 , 2. 大阪工業大学

総合的な学習における教材としてのペーパークラフトの活用
* 若林 尚樹 ¹、政倉 祐子 ²、田邉 里奈 ³
1. 札幌市立大学 , 2. 愛知淑徳大学 , 3.千葉工業大学

日本のデザインにおける教育革新と起業家精神の統合に関する研究
*長沢 伸也 ¹、陳 思 ²
1. 早稲田大学大学院経営管理研究科 , 2. 上海戯劇学院企画部

企業と自治体におけるデザイン思考への理解と享受の偏差

* 板垣 順平 ¹、佐々 牧雄 ²、中本 和宏 ³
1. 長岡造形大学 , 2. 関東学院大学 , 3.千葉工業大学

社会的相互作用の過程を創造的理解につなげる学びのデザイン

* 早川 克美 ¹
1. 京都芸術大学大学院学際デザイン研究領域

デザインプロセス体験を通じた介護職員の業務改善意識の二面性
* 井原 雅行 ¹、徳永 弘子 ¹、村上 宏樹 ²、猿渡 進平1, 2、竹下 一樹 ²、古賀 昭彦1, 3、行平 崇1, 3、久野 真矢1, 4

1. 理化学研究所 情報統合本部先端データサイエンスプロジェクトデータサイエンスデザインチーム , 2.医療法人静光園白川病院 , 3.帝京大学福岡医療技術学部 , 4.県立広島大学保健福祉学部

Agricultural Experience in Education

* 永山 つぐみ¹、オオニシ タクヤ ²
1. 昭和女子大学国際文化研究所リサーチ・アシスタント, 2. 昭和女子大学環境デザイン学科

デザイン産学連携プロジェクトでのタイプ別の経験と能力獲得実感との関係
* 増田 悠紀子 ¹、伏木田 稚子 ²、山内 祐平 ³
1. 東京大学大学院学際情報学府 , 2. 東京都立大学大学教育センター/ システムデザイン研究科 , 3. 東京大学大学院情報学環

Z世代向けのサービス開発における共創型プロセスの研究 - その1

* 栗尾 倭 ¹、劒持 和貴 ¹、渡邉 慎二 ²、水澤 一葉 ³、難波 伸司 ³、榎本 可奈 ³、山田 聖人³、上野 直哉 ³、大西 望生 ³
1.千葉大学大学院 , 2.千葉大学デザイン・リサーチ・インスティテュート, 3.ソフトバンク株式会社

Z世代向けのサービス開発における共創型プロセスの研究 - その２

* 柴崎 真里 ¹、西部 愛裕美 ³、渡邉 慎二 ²、水澤 一葉 ³、難波 伸司 ³、榎本 可奈 ³、山田 聖人³、上野 直哉 ³、大西 望生 ³
1.千葉大学大学院 , 2.千葉大学デザイン・リサーチ・インスティテュート, 3.ソフトバンク株式会社

Z世代向けのサービス開発における共創型プロセスの研究 - その４

* 田中 美昴子 ¹、渡邉 慎二 ²、水澤 一葉 ³、難波 伸司 ³、榎本 可奈 ³、山田 聖人³、上野 直哉 ³、大西 望生 ³
1.千葉大学大学院 , 2.千葉大学デザイン・リサーチ・インスティテュート, 3.ソフトバンク株式会社

不便益とユーザー属性・状態の相互関係に関する調査分析

* 影山 友章 ¹、黒田 和花 ²
1. 名古屋市立大学芸術工学研究科 , 2. 名古屋市立大学芸術工学部

Z世代向けのサービス開発における共創型プロセスの研究 - その３

* 西尾 伊織 ¹、山本 怜奈 ¹、渡邉 慎二 ²、水澤 一葉 ³、難波 伸司 ³、榎本 可奈 ³、山田 聖人³、上野 直哉 ³、大西 望生 ³
1.千葉大学大学院 , 2.千葉大学デザイン・リサーチ・インスティチュート, 3.ソフトバンク株式会社

24th JUNE, 9:00 - 11:00 口頭発表Ａ
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Z世代の価値観分析

Z世代がよりコアなZ世代のユーザーと共創するプロセスの検討

Backcast 手法を用いた共創型プロセスの実践と考察

-ユーザーが介入できる余白を残した製品サンプルを用いた評価検証 -

Forecast 手法を用いた共創型プロセスの実践と考察

視覚支援に関するノウハウの抽出におけるSNS 活用の検討と分析

* 高橋 基就 ¹、赤井 愛 ²、若林 尚樹 ³、政倉 祐子⁴、三科 聡子⁵
1. 大阪工業大学大学院 , 2. 大阪工業大学 , 3. 札幌市立大学 , 4. 愛知淑徳大学 , 5. 宮城教育大学

視覚障害児支援における暗黙知的ノウハウの抽出・共有手法 (7)

子どもと大人が公共空間で楽しく共存する為のデジタルコンテンツ

* 赤井 愛 ¹、井上 由佳莉 ¹、吉岡 史樹 ²
1. 大阪工業大学ロボティクス＆デザイン工学部 , 2. 株式会社ペルペトゥーム

描いてとばせ！シェアしてつくる絵画『シェアフレ』

教育への利用を目指して

色の見え方の違いを楽しむためのプロダクトの研究

デザイン思考の理解と導入を目的とした企業研修と自治体研修の事後アンケートの混合分析から

オンライン大学院におけるアクティブラーニングの実践

―高校生が農業を理解する8つのプロセスとその意義―
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８A

９A

10A

他職種連携によるインフォームド・アセント用イラスト素材開発のプロセス
* 岩藤 百香 ¹、井上 清香 ²、渡邊 美里⁵、大姶良 義将 ³、松本 正富⁴
1.川崎医療福祉大学医療福祉マネジメント学部 , 2.川崎医療福祉大学保健看護学部 , 3.川崎医療福祉大学医療技術学部 , 4.京都橘大学工学部 , 5.うさみみデザイン
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一般セッション 情報デザイン

テーマセッション 創造性研究部会「日本の創造性とデザイン」

テーマセッション
デザイン科学研究部会「多空間デザインモデル，デザイン理論・方法論」
タイムアクシスデザイン研究部会「タイムアクシスデザイン」

一般セッション グラフィック

一般セッション 家具、木工

一般セッション 地域振興、地域研究
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2305

2306

10

7
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9

テーマセッション 情報デザイン研究部会「足元のWHYを問い直すデザイン」

テーマセッション 子どものためのデザイン研究部会「子どものためのデザイン」

一般セッション デザインマネージメント

一般セッション デザイン教育
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知識伝承活動における経験の記録・共有方法の検討
* 三澤 柾文 ¹、伊集院 幸輝⁴、春日 智哉 ¹、小早川 真衣子 ²、須永 剛司⁵、鎌田 政智⁶、西村 拓一4, 3

1.千葉工業大学大学院 , 2.千葉工業大学, 3.産業技術総合研究所, 4. 北陸先端技術大学院大学, 5. 東京芸術大学, 6. 三菱重工業 (株 )

知識伝承活動の活性化を目的とした体験の語りに関する研究
* 春日 智哉 ¹、三澤 柾文 ¹、小早川 真衣子 ²
1.千葉工業大学大学院先進工学研究科知能メディア工学専攻 , 2.千葉工業大学

デジタルイラスト制作における着色工程へ熟練度の違いが与える影響
* 酒井 晟義 ¹、横井 聖宏 ²、中島 瑞季 ³
1. 東京電機大学システムデザイン工学研究科デザイン工学専攻 , 2. 筑波技術大学 , 3. 東京電機大学

インタラクティブ動画の現状調査

* 陳 嵐清 ¹
1. 九州産業大学大学院芸術研究科

人と道具の理想的なインタラクションに関する一考察

* 是澤 亮輔 ¹、小早川 真衣子 ²
1.千葉工業大学大学院先進工学研究科 , 2.千葉工業大学

オンライン上の鑑賞体験の誘発に関する研究
*長谷川 千晴 ¹、小早川 真衣子 ²
1.千葉工業大学大学院先進工学研究科知能メディア工学専攻 , 2.千葉工業大学先進工学部知能メディア工学科

日中比較を中心に

デザイン研究者の活動を事例に
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1B-02

1B-03

1B-04

1B-05

1B-06

１B



形状の定量化指標を用いた視覚と聴覚における感覚間協応の検証
* 林 淳平1、加藤 健郎2、柳澤 秀吉3

1. 慶應義塾大学大学院 , 2. 慶應義塾大学 , 3. 東京大学
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24th JUNE, 13:00 - 15:00 口頭発表B

形状の「複雑さ」に関する視覚と味覚の感覚間協応の解析
* 雪本 愛佳 ¹、加藤 健郎 ²、柳澤 秀吉 ³
1. 慶應義塾大学大学院 , 2. 慶應義塾大学 , 3. 東京大学

創造力と批判的思考態度の要素間の関係
* 前川 正実 ¹、中路 理沙 ¹、山内 優季 ¹
1. 京都女子大学　家政学部　生活造形学科

アートリテラシーの非アート領域への活用モデル

* 吉田 慧仁 ¹
1. 武蔵野美術大学

アート制作における態度，思考，行動様式の解明と非アート領域への活用可能性の探究

ホスピタルアートの実践

*小橋 圭介 ¹
1. 公立大学法人山口県立大学

ガスコンロ操作部の情報グラフィック : 弱視の多様な障害特性とグラフィックデザインの要望

* 工藤 真生 ¹、山田 勇雄 ²、金子 千聖 ³、木森 理梨香⁴、松原 芽生 ³、星野 純平 ³、伊原 久裕 ¹
1.九州大学大学院芸術工学研究院 , 2.リンナイ株式会社開発本部デザイン室 , 3.九州大学大学院芸術工学府, 4.九州大学芸術工学部

Research on Advertisement Design of Cosmetics in Women's Magazine in the Early Republic of China
*LI FENG WANG1, 2, Tasi-Yun Lo¹, Yen Hsu¹
1.TAIWAN TATUNG UNIVERSITY - The Graduate Institute of Design Science, 2.LeeMing Institute of Technology

Design analysis of bus route maps in Fukuoka city:

*ILMA YUSRINA¹, Hisayasu Ihara², Shoji Sunaga²
1.Kyushu University Graduate School of Design, 2.Kyushu University Faculty of Design

サステナブルな地域ブランドデザインを形成する

* 陳 芳如 ¹、董 信宏 ²、林 璟　¹
1. 国立雲林科技大学ビジュアルコミュニケーションデザイン学科 , 2. 国立雲林科技大学環境と安全衛生工程研究所

山口県山陽小野田市民病院を事例に

ピクトグラムと文字に着目して

Variations and trends from creator and user point of view through dimension style chart.

ムシアベンナチュラルガーデンのデザインプロセス例として

13:20

13:40
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2B-01

2B-02

２B

３B

４B

4B-01

4B-02

4B-03

4B-04

4B-05

サービスに着目した精神価値の時間変化基礎モデルの提案
* 黄 輔立 ¹、堀川 将幸 ¹、佐藤 浩一郎 ²、寺内 文雄 ²
1.千葉大学大学院 , 2.千葉大学　デザイン・リサーチ・インスティテュート
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公設試によるデザイン支援の取り組み（1）

* 富永 由佳 ¹、隈本 あゆみ¹、堤 靖光 ²、羽野 泰史 ¹、岡村 博幸 ¹
1. 福岡県工業技術センターインテリア研究所 , 2. 堤産業株式会社

公設試によるデザイン支援の取り組み（２）

* 隈本 あゆみ¹、富永 由佳 ¹、堤 靖光 ²、羽野 泰史 ¹、岡村 博幸 ¹
1. 福岡県工業技術センターインテリア研究所 , 2. 堤産業株式会社

家庭内における収納家具の所有および固定状況に対する調査
* 中嶋 観司 ¹、阿部 眞理 ²、白石 照美 ²
1. 拓殖大学大学院 , 2. 拓殖大学

研究部会ミーティング

堤産業株式会社へのデザイン支援事例～事業ブランドの構築及びロゴマークの開発～

堤産業株式会社へのデザイン支援事例　～外形デザイン提案編～
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地域アイデンティティの構築に関する考察

* 楊 心苡 ¹
1. 武蔵野美術大学大学院造形構想研究科

地域活性化のサービスビジネス創出に向けた考察 (2)

* 近藤 朗 ¹
1. 鹿児島女子短期大学

地域広報物制作における市民参加の考察
* 譚 林宣 ¹
1. 武蔵野美術大学

インフォーマルコミュニケーションを主軸とした小規模な「場」の効果の検証

* 佐々木 茉歩 ¹、板垣 順平 ²
1. 長岡造形大学大学院 , 2. 長岡造形大学

短編映画祭が担う地域ブランディング戦略の考察

* 松原 かおり¹、池田 岳史 ¹
1. 福井工業大学

地方におけるサードプレイスの在り方に関する研究
* 高橋 郁成 ¹、佐藤 弘喜 ²
1.千葉工業大学大学院創造工学研究科デザイン科学専攻 , 2.千葉工業大学

地域メディアの特性から見る地域アイデンティティ構築方法のヒント

アクターネットワーク理論を用いた地域活性化活動の検討

小規模な対話の場の企画・実践を事例に

テキストマイニングを用いた研究 vol.2
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キーノート講演

終わりなき良さの探究を前提とした、デザインモデルの開発

*小田 裕和 ¹、西村 歩 ¹、安斎 勇樹 ¹
1. 株式会社MIMIGURI

社会システム転換による根本問題解決を志向するデザイン実践事例～社会システムデザイン方法論の検証を通じて～
* 木村 篤信 ¹、原口 悠 ²、山内 泰 ²、松浦 克太 ¹
1. 地域創生Coデザイン研究所 , 2. 大牟田未来共創センター

問いを問い直す、語らう道具のデザイン
* 三河 侑矢 ¹、横溝 賢 ²
1. 株式会社 Earthist, 2. 札幌市立大学

産官学民の協働プロジェクトにおけるデザイン実践を「私たち／デザイン実践者」の視点から省察する

* 二宮 咲子 ¹
1. 関東学院大学人間共生学部共生デザイン学科

右往左往するプロダクトデザイン手法の探究

*小林 陽昭 ¹、坂井田 瑠衣 ¹
1. 公立はこだて未来大学システム情報科学部

－デュアルサイクルモデルの提案－

関東学院大学における小田原みかん農園再生プロジェクト5年間のデザイン実践を具体事例として

構成的手法による一人称研究

７B

7B-01

7B-02

7B-03

7B-04

7B-05



デザイン態度の測定に関する研究
* 安藤 拓生 ¹
1. 東洋学園大学

大企業のDXにおけるデザイン思考の活用の研究

* 中川 脩平 ¹
1. 武蔵野美術大学

プロダクトマーケティングを活用した製品開発の可能性

* 相野谷 威雄 ¹、小田 敬子 ¹、末房 志野 ¹
1. 東京工科大学

消費者と建築家を繋ぐ新しいサービスのデザイン

* 葛原 俊秀 ¹、廣瀬 諭志 ²
1. 東京工科大学 デザイン学部 , 2. 廣瀬諭志建築設計事務所

岩手県内におけるデザイン活用のための支援メニュー構築
* 永山 雅大 ¹、髙橋 正明 ¹、小林 正信 ¹
1. 地方独立行政法人岩手県工業技術センター

24th JUNE, 13:00 - 15:00 口頭発表B
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観察学習に活用するツールと動物ペーパークラフトキットの提案

* 田邉 里奈 ¹、粂川 七虹 ²、正木 美舟 ³、若林 尚樹⁴、政倉 祐子⁵
1.千葉工業大学 , 2. コアグローバルマネジメント株式会社 , 3. 横浜市立金沢動物園 , 4. 札幌市立大学 , 5. 愛知淑徳大学

幼児の理解度に着目したピクトグラムのグラフィックエレメント
* 金子 千聖 ¹、工藤 真生 ²
1. 九州大学大学院芸術工学府 , 2. 九州大学大学院芸術工学研究院

支援学校におけるインクルーシブ遊具・補助具に関する研究

* 林 真斗 ¹、江本 晃美 ²
1.徳山工業高等専門学校専攻科環境建設工学専攻 , 2. 徳山工業高等専門学校土木建築工学科

「なりきり」を利用した景観まちづくり学習コンテンツの提案
* 竹中 由起 ¹、富田 萌子 ¹、山下 諸人¹、菊竹 雪 ²
1. 東京都立大学大学院 , 2. 東京都立大学

ウレタンボールを用いた人との関係性評価ツールの開発
* 鞠 潤亨 ¹、岡崎 章 ²
1. 拓殖大学大学院工学研究科 , 2. 拓殖大学工学部

金沢動物園の草食動物を題材に

―３Dプリンタを用いた学習補助具の検討―

デザイン思考の活用状況の調査、及びデザイン思考活用の課題の抽出

～産学協同研究におけるプロトタイピングの活用と技術開発のすり合わせ研究～

メタバース空間における新しい住宅展示場を活用した展開

抽象力を獲得するデッサン教育とその評価方法の研究
*八木澤 優記 ¹、飯島 淳一 ¹
1. 東京理科大学

一輪車競技選手のモチベーションに関する要因分析

* 下山 唯理音 ¹、佐藤 弘喜 ²
1.千葉工業大学大学院 , 2.千葉工業大学

初学者のデッサンの描画過程と視線計測結果の比較
* 井上 智史 ¹、安藤 公彦 ²、松永 信介 ³
1. 駿河台大学メディア情報学部 , 2. 東京工科大学先進教育支援センター , 3. 東京工科大学メディア学部

志開発がデザイン思考に与える効果

*小島 一浩 ¹
1. 産業技術総合研究所

プログラム開発初心者と協働するテクニカルメンター実践事例

* 吉岡 史樹 ¹、井上 由佳莉 ²、赤井 愛 ²
1. 株式会社ペルペトゥーム , 2. 大阪工業大学

認知心理学の視点から発想につなげるための観察の深化を促すプロダクトデザイン教育の開発

* 樋口 千尋 ¹、木村 敦1, 2、田中 堅一朗 ¹
1.日本大学大学院総合社会情報研究科 , 2. 日本大学危機管理学部

表現スポーツを行う子どもに対する指導プログラムの研究 (1)

産総研デザインスクールの実践事例

デザインをベースとした学生とプロとの相互扶助的プロセス

デザイン研究アプローチを用いた実践と改善

ハイ！こちら、子どもアートセンター Vol.4

* 佐々木 美貴1, 5、橋田 規子 ²、坂口 瑞穂 ³、平岩 佐和子⁴、小林 千加子 ¹
1. 江戸川区子ども未来館 , 2. 芝浦工業大学 , 3. 劇作家 , 4.音楽家 , 5. 愛知県立芸術大学

総合芸術萌芽教育
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創造性研究部会「日本の創造性とデザイン」
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IT 企業におけるコンセプトデザインのための構想力育成プログラムの検討
* 佐々木 俊弥 ¹
1.Ｘデザイン学校

「意思決定を補助する道具」としての進路選択マトリクス

* 山本 尚毅 ¹、菊田 隆一郎 ²
1. 北陸先端科学技術大学院大学 , 2. ニューヨーク大学

データ活用とサービスデザイン
* 山崎 和彦 ¹
1.X デザイン研究所

おとなの自由研究の実践に関する考察

*小原 大樹 ¹
1.X デザイン学校

チームプログラミングの経験による学習者の思考スタイルの変化
* 石井 成郎 ¹、鈴木 裕利 ²、板井 陽俊 ²、山下 隆義 ²
1. 一宮研伸大学 , 2. 中部大学

創造性研究部会
日本の創造性とデザイン

プロダクトデザイン研究部会
ビジョンと体験デザイン

高校生のより良い進路選択プロセスの実現をめざして

自発的な学びの機会に関する実践　～「こどもラボ」から「おとなの自由研究のススメ」へ～
１C
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「遊びのデザイン」の教育実践と考察 (２)

* 坂川 侑希 ¹、堀江 政広 ¹
1. 東北工業大学

ワークショップデザインに関する一考察 (3)

* 堀江 政広 ¹、坂川 侑希 ¹
1. 東北工業大学

生活文脈を理解するための物語りと図解に関する実験の報告

* 安武 伸朗 ¹
1.常葉大学

PVA3Dプリントを用いた低融点金属材による試作プロセスの開発

* 三浦 慎司 ¹
1. 大阪工業大学

プロジェクト型デザイン教育の枠組み
* 青木 幹太 ¹、井上 友子 ¹、星野 浩司 ¹、佐藤 慈 ¹
1. 九州産業大学芸術学部

プロダクトデザインおよびデジタルファブリケーション教育題材としての3Dプリンタを活用した磁器制作の可能性
* 大庭 広明 ¹、坂爪 康太郎 ²、安積 伸 ¹
1. 法政大学デザイン工学部システムデザイン学科 , 2.P&A CERAMIC WARE

互助に基づく協調学習の可能性

- SDGsをテーマにしたワークショップを事例にして

データを切片化しない描き方の可能性

プロダクトデザイン教育におけるラピッドプロトタイピング研究（１）

絶えず「自分」を探すアート体験のインタラクションデザイン
* 藤木 淳 ¹
1. 札幌市立大学デザイン学部

パズルゲームにおけるルールが及ぼす難易度と時間への影響
* 石崎 航琉 ¹、松永 康佑 ²、藤木 淳 ²
1. 札幌市立大学デザイン研究科 , 2. 札幌市立大学デザイン学部

触覚ゲーム「パスル」：触覚を活用して遊ぶ玩具の制作
* 五十嵐 大智 ¹、安井 重哉 ²
1. 公立はこだて未来大学大学院 , 2. 公立はこだて未来大学

言葉の立体表現

* 関 博紀 ¹、亀井 翔太 ¹、 佐藤 翼 ¹、平林 知樹 ¹、深川 奈未 ¹
1. 東京都市大学メディア情報学部

空間形状に合った投影イメージ生成システム
* 多田 亮平 ¹、亀蔦 邦彦 ¹、出原 立子 ¹
1. 金沢工業大学大学院工学研究科システム設計工学専攻

イラスト制作の考え方を利用した p5.js の学習サイト
*長野 翼 ¹、蘆澤 雄亮 ¹、野田 夏子 ¹
1. 芝浦工業大学デザイン工学部

小説および映画との比較を通じた朗読劇の独自性

大規模自然災害発生時における被害情報の収集と反映による避難補助システム
* 川合 康央 ¹、齊藤 真生 ¹、池田 岳史 ²、益岡 了 ³
1. 文教大学 , 2. 福井工業大学 , 3. 大阪工業大学

パークヨガによる都市公園の利用促進に向けた考察
* 近藤 祐一郎 ¹、菊池 壮太 ¹、中倉 功舜 ¹、齋藤 圭司 ¹
1. 東北工業大学工学部

中国伝統村落の景観変化の類型

* 沈 晏如 ¹、上田 知正 ¹
1. 東京造形大学大学院

神社参道のサウンドスケープに関する基礎研究

* 池田 岳史 ¹、桐山 玲奈 ²、川合 康央 ³、益岡 了⁴
1. 福井工業大学 , 2. 福井工業大学　大学院 , 3. 文教大学 , 4. 大阪工業大学

昭和女子大学における公共コンポスト設置と運営
* 折笠 利紗 ¹
1. 昭和女子大学生活科学部環境デザイン学科

中国貴州省東南部のミャオ族・トン族の伝統村落を対象に

その1　岐阜県高山市の神社の事例（1）

コオロギ養殖の産業化に向けた飼育空間の最適化

* オオニシ タクヤ ¹
1. 昭和女子大学環境デザイン学科

コオロギの好む空間と産業メリットのバランスの考察
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標準化以前のピクトグラム

* 伊原 久裕 ¹
1. 九州大学大学院芸術工学研究院　

中国語書体の印象に関する調査

* 楊 寧 ¹
1. 椙山女学園大学

ユニバーサルツーリズム相談コンシェルジュ育成講座の実施と課題
* 中村 敏 ¹、久保 雅義 ¹
1. 芸術文化観光専門職大学

２色覚の色の見えから始めるカラーユニバーサルデザインの配色法とデジタル色見本
* 須長 正治 ¹、古本 大晟 ²、原田 拓弥 ³
1. 九州大学大学院 芸術工学研究院 , 2. 九州大学 芸術工学部 , 3. 九州大学大学院 芸術工学府

認知症高齢者のためのピクトグラム -2

* 李 厚鍾 ¹、須長 正治 ¹、伊原 久裕 ¹
1. 九州大学大学院芸術工学研究院

ハーブ・ルバリンとAvant Garde Gothic の書体デザイン
* 山本 政幸 ¹
1. 岐阜大学教育学部美術教育講座

ピクトグラムをカートゥーンに近づけるルドルフ・モドレイの試み

ー類似度に基づく書体の分類および印象評価項目の抽出ー

効果線の理解度に着目した実験

地域コミュニティイベント「三条マルシェ」における運営実行プロセスを再設計するデザイン実践

* 中島 郁子 ¹
1. 女子美術大学短期大学部

デザイン思考における協働的創造性のミクロ -エスノグラフィ

* 繁田 智行 ¹、伊藤 泰信 ¹
1. 北陸先端科学技術大学院大学

自らの身体に根差した記憶から生活世界を描き直す

* 伊藤 悠貴 ¹、横溝 賢 ²
1. 札幌市立大学 大学院 , 2. 札幌市立大学

自律的学びを育む小学校プログラム「ノート学」活動の変遷と創造的文化づくりに関する考察

* 三澤 直加 ¹、和田 あずみ¹、加藤 雄一 ²、小野 奈津美 ¹、川村 美月¹、福田 大年 ³
1. 株式会社グラグリッド, 2. 新宿区立落合第六小学校 , 3. 札幌市立大学

太極拳における指導者と学習者の感覚共有

* 焦 文静 ¹、富田 誠 ¹
1. 東海大学

デザイン行為によって引き起こされた意識改革により、市民が見い出した学びの場としての意義

―文系大学のグループワーク型講義を事例として―

奥州市水沢姉体地区でのフィールドワークを通して見えてきたこと

～5年間の活動変化と意識変容をよみとく～

メタファーを用いた「気」の概念の伝達に着目して

ディスカッション

総社市議選における投票率向上を目的とした選挙啓発動画の制作
* 山下 万吉 ¹、平井 聖也 ¹
1. 岡山県立大学

「京都酵母」を活用した日本酒のブランディング事例
* 沖田 実嘉子 ¹、清野 珠美 ¹、田中 秀典 ¹、和田 潤 ¹、廣岡 青央 ¹、比嘉 明子 ¹
1. 地方独立行政法人京都市産業技術研究所

神奈川県藤沢市における産官学民が連携したONSEN・ガストロノミーツーリズムの展開について
*小島 仁志 ¹、近藤 秀世 ²、原 悠樹 ³、伊藤 浩介⁴、宮田 佳美⁵
1. 日本大学生物資源科学部 , 2. 株式会社 vitasana, 3. 株式会社横浜造園土木 , 4. 株式会社嵯峨造園土木 , 5. 湘南工科大学

八王子城跡および周辺地区の保存整備の現状と活用可能性
* 尚 偉 ¹、工藤 芳彰 ²
1. 拓殖大学大学院 , 2. 拓殖大学

住民の目線から見るチュムチョン・クロントゥーイの改善点

* 阿部 拓也 ¹、山田 協太 ²
1. 筑波大学大学院人間総合科学学術院 , 2. 筑波大学芸術系

伝統工芸「博多人形」～流通について～
* 井上 友子 ¹、青木 幹太 ¹、佐藤 慈 ¹、星野 浩司 ¹
1. 九州産業大学芸術学部

タイのチュムチョンにおける住民主導型デザイン
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積層式 3Dプリントと切削加工を組合わせた構造最適形態の造形

* 阪下 闘 ¹、白髪 誠一 ²
1. 大阪工業大学大学院 , 2. 大阪工業大学

竹造パビリオンにおける傾斜アーチ交点のロボットアームを用いた巻付け結束

* 又吉 隆斗 ¹、白髪 誠一 ²
1. 大阪工業大学大学院 , 2. 大阪工業大学

形状に対する覚醒ポテンシャルモデルの提案

* 松永 秀文 ¹、柳澤 秀吉 ¹、加藤 健郎 ²
1. 東京大学大学院工学系研究科 , 2. 慶應義塾大学

ポリゴンメッシュの法線ベクトル終点分布から見る彫刻の造形傾向

*久保 光徳 ¹、小野 貴登司 ²
1.千葉大学デザイン・リサーチ・インスティテュート, 2. 一般社団法人日本宮彫協会

ペンジュラム・パターンの生成規則の数理モデル化による形体情報の観察・把握の方法（１５）

ロボティック・ファブリケーションによる複数工程を用いた造形に関する研究（その１）

ロボティクスを活用した空間デザインに関する研究（その3）

自由エネルギを用いた形状特徴量

川崎市多摩区菅北浦子之神社の本殿彫物の造形を中心に

ヴィジュアルコミュニケーションに着目した楽しい情報保障

* 生田目 美紀 ¹、平井 正人²、山内 貴司 ²、岡村 衣里子 ²、三浦 美鈴 ²、山名 新二 ²
1. 京都女子大学 , 2. 三菱電機株式会社

Web3の Social Design

* 渡辺 隆行 ¹
1. 東京女子大学現代教養学部・心理コミュニケーション学科・コミュニケーション専攻

広域道路ネットワークデータの等時線を用いた公共交通計画のための可視化手法の提案
* 張 付新 ¹、川合 康央 ¹
1. 文教大学

ChatGPTを用いたAI 協働ツールのフローデザイン分析

* 桂田 千穂 ¹、神沼 英里 ¹
1. 名古屋市立大学 芸術工学研究科

OTC医薬品と食品のサステナビリティ情報表示ニーズの比較
* 林 鍾沅 ¹、出水 海里 ¹、唐 古月¹、泉澤 恵 ²、小山 慎一 ³
1. 筑波大学人間総合科学研究群 , 2. 日本大学薬学部 , 3. 筑波大学芸術系

図書館司書の選書業務における専門性の発揮を支援するための提案
*久保田 知靖 ¹、安井 重哉 ²
1. 公立はこだて未来大学大学院 , 2. 公立はこだて未来大学

聴覚障がい学生を対象としたしゃべり描きアプリの用途研究

Web3が可能にする新しい世界を人間中心にデザインする

人間とAI の協働設計に向けたフローデザインのデータ収集

潜在的な情報を得るためのアンケート作成手法の提案
* 藤方 渓心¹、蘆澤 雄亮 ²
1. 芝浦工業大学大学院 , 2. 芝浦工業大学

プレゼンテーションの構成に関する研究
* 中川 采香 ¹、蘆澤 雄亮 ²
1.キヤノンマーケティングジャパン株式会社 , 2. 芝浦工業大学

BtoB 企業製品のユーザビリティ評価方法の研究

* 安齋 利典 ¹、柿山 浩一郎 ²
1. 実践女子大学 , 2. 札幌市立大学

BtoB 企業製品のユーザビリティ評価の特徴　- その２-
* 柿山 浩一郎 ¹、安齋 利典 ²
1. 札幌市立大学 , 2. 実践女子大学

実店舗における体験価値の研究
* 伊藤 尚子 ¹、佐藤 弘喜 ²
1.千葉工業大学大学院 , 2.千葉工業大学

総合的なUXデザイン・メソッドの開発
* 牧野 純也 ¹、伊志嶺 大輝 ²、蘆澤 雄亮 ³
1. 芝浦工業大学大学院 , 2.キヤノンマーケティングジャパン株式会社 , 3. 芝浦工業大学

操作インタフェース改善指針の提案

ペンジュラム・パターンの生成プロセスの「加速度」に基づく解析（９）

* 石井 宏一 ¹
1. 秋田大学教育文化学部
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空間の色が人の行動に与える影響についての研究
* 石崎 淑乃 ¹、篠崎 巧真 ¹、橋田 規子 ¹、阿部 真帆¹、木澤 航輝 ¹、新熊 亮一 ¹
1. 芝浦工業大学

エンジン音に対する人の感性の研究

* 山邊 航太 ¹、橋田 規子 ¹、鹿田 昂平 ²、大庭 麻衣 ²、直江 学 ²、近藤 孝 ²
1. 芝浦工業大学 , 2. 本田技術研究所

長方形のアスペクト比に関する美しさの研究

* 杉本 洋介 ¹、平尾 章成 ²
1. 日産オートモーティブテクノロジー , 2. 芝浦工業大学

グラフィックデザインの「良し悪し」と脳活動の関係の検討
* 永盛 祐介 ¹、柳 亜里紗 ²
1. 東京都市大学 , 2. 東京都市大学メディア情報学部

美的興味をもたらす動きと構造のモデル化

* 本多 詩聞 ¹、柳澤 秀吉 ¹、加藤 健郎 ²
1. 東京大学大学院工学系研究科 , 2. 慶應義塾大学理工学部

「顔ジャンケン」プログラムの表情設定に関わる心理評価実験

* 吉岡 聖美 ¹
1. 明星大学デザイン学部デザイン学科

音の印象を視覚化し、製品デザインに活用する

黄金長方形は本当に美しいか？

リンク機構のアニメーションを用いた実験検証

嚥下機能と認知機能に働きかけるリハビリテーションプログラムの開発
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冷戦初期におけるウィル・バーチンのプロパガンダ・デザイン

* 井口 壽乃 ¹
1. 埼玉大学人文社会科学研究科

中国における図案科教員の先駆となった東京高等工業学校工業図案科の留学生

* 周 晨禾 ¹、樋口 孝之 ²
1.千葉大学大学院融合理工学府創成工学デザインコース , 2.千葉大学　

初年次教育におけるPBLを取り入れた地域連携デザイン課題の実践
* 松浦 李恵 ¹、中村 泰之 ¹、神林 優 ¹
1. 宝塚大学東京メディア芸術学部

包括連携による動物園のストリートファニチュアデザイン演習

*上綱 久美子 ¹、山路 康文 ²、辻 康介 ²
1.デザインオフィスケーケー , 2. 横浜美術大学

伝統工芸を題材としたSTEAM教育の可能性

* 佐藤 慈 ¹、青木 幹太 ¹、田代 雄大 ²、井上 友子 ¹、星野 浩司 ¹
1. 九州産業大学芸術学部 , 2.CNP Design

米国情報局の情報戦略「カラマズー展」

徐謹，丁乃剛，黄鋭の来歴

横浜市金沢動物園×横浜美術大学プロダクトデザインの連携授業の取組み

小学校「総合的な学習の時間」における実践を通じて

アンコンシャス・バイアスの克服方法に関する研究
* 吉原 千智 ¹、小早川 真衣子 ²
1.千葉工業大学大学院先進工学研究科知能メディア工学専攻 , 2.千葉工業大学先進工学部知能メディア工学科

インフォグラフィック動画の構成要素と印象評価に関する研究
* 奥野 留惟 ¹、木谷 庸二 ²
1. 京都工芸繊維大学大学院 , 2. 京都工芸繊維大学

西陣織×Generative Design

*上田 香 ¹、Ruth Bine²
1. 嵯峨美術大学芸術学部デザイン学科 , 2.University of the Arts London

学生服の機能性とデザインの多様化

*小林 綾香1、村山 祐子1
1. 金沢工業大学

POP広告デザインの素材の変化についての調査（1982-2016）
* 向坂 文宏 ¹
1. 桜美林大学

サウンドロゴにおけるサブブランド構築に関する考察
* 森田 拓弥 ¹、渡邉 慎二 ²
1.千葉大学大学院 , 2.千葉大学デザインリサーチインスティテュート

人材育成の理論に基づくライフキャリア形成に関わる諸概念の分析
* 森田 小百合 ¹、堤 盛人¹
1. 筑波大学大学院理工情報生命学術院システム情報工学研究群社会工学学位プログラム

An analysis of correlation between the most comfortable speed of moving dots and interoceptive sensitivity and subjective time

*Anjie Su¹, Junyi Shen¹, Shinichi Koyama¹
1.University of Tsukuba

強撚糸や紋織機などの日本独自の素材、織機を用いた３Dファブリックの開発

学生と教職員のニーズの違いについて

A basic study for the design of comfortable space for people with sensory hypersensitivity

デジタルデバイスにおける「PLAY」な鑑賞体験の研究
* 中川 景太 ¹、小野 健太 ²、三浦 秀彦 ³、檜尾 安樹絵⁴
1.千葉大学融合理工学府 , 2. デザイン・リサーチ・インスティチュート, 3.千葉大学 , 4.ヤマハ株式会社デザイン研究所
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マルチモーダル刺激に対応した感性評価アプリケーションの開発
* 矢久保 空遥 ¹、川名 宏和 ²
1. 札幌市立大学デザイン学部 , 2. デジタルハリウッド大学大学院

産学連携におけるデザイン思考を活用した製品開発モデルの検討

*上村 春香 ¹、熊木 七菜子 ¹、佐々木 茉歩 ¹、北野 紗希 ²、板垣 順平 ²
1. 長岡造形大学大学院 , 2. 長岡造形大学

価値評価構造の階層レベルの異なるデザインコンセプトの表現とユーザの期待感の関係

* 土井 俊央 ¹、土井 彩容子 ²
1. 大阪公立大学 , 2. 大阪工業大学

ラフ集合を用いたアクティビティ・トイの設計要件分析
* 林 秀紀 ¹、井上 勝雄 ²
1. 桜美林大学芸術文化学群 , 2. 株式会社ホロンクリエイト

歪みが美しさの印象に及ぼす影響
* 芦沢 健 ¹、佐藤 弘喜 ²
1.千葉工業大学大学院 , 2.千葉工業大学

顧客満足度分析を応用したシナリオ評価法の提案
* 井上 勝雄 ¹、伊藤 健世 ²、高橋 克実 ¹
1. 株式会社ホロンクリエイト, 2. オリンパス株式会社

アルプスアルパイン株式会社との共同研究におけるCO2センサを用いた新製品開発の実施プロセスを例に

ICT 機器に対する予期的 UXを高める価値伝達方法についての一考察

相互持続的ウェルビーイングをかたちづくるデザイン

* 横溝 賢 ¹、三上 晴可 ¹
1. 札幌市立大学デザイン学部

中動社会のデザインに関する考察と実証
* 曽我 修治 ¹
1. 武蔵野美術大学

酵母との共生を通じた社会的なデザイン実践の試み

* 陳 樹全 ¹、横溝 賢 ²
1. 札幌市立大学デザイン研究科 , 2. 札幌市立大学

札幌市内の美食ベーカリーフードをモチーフにしたポストカードデザイン実践を事例として

微生物を文通する
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覚醒ポテンシャルにもとづく新奇色の提案手法
* 大橋 優一郎 ¹、柳澤 秀吉 ¹
1. 東京大学大学院工学系研究科

抱きつくことによって非接触式体温計測を可能とする機器形状の検討
* 大島 直樹 ¹、何 宜欣 ¹、長谷川 淳 ¹、小川 毅彦 ¹
1. 拓殖大学

カーソル操作におけるユーザビリティの研究

* 古橋 優吾 ¹、梁 元碩 ¹
1. 芝浦工業大学大学院理工学研究科

産学連携による要介護者等の介助用装着型補助具の量産プロトタイプの製作
* 田代 雄大 ¹、青木 幹太 ²、榊 泰輔 ²、盛 俊光 ³
1.CNP Design, 2. 九州産業大学 , 3. 医療法人原三信病院香椎原病院

視線情報によるユーザーの商品探索の特徴推定
* 伊藤 拓巳 ¹、吉武 良治 ²
1. 芝浦工業大学大学院 , 2. 芝浦工業大学

OTTサービスにおけるサムネイルの情報表現に関する研究
*上嶋 優輝 ¹、梁 元碩 ¹
1. 芝浦工業大学大学院理工学研究科

自動車 ECサイトでの3Dコンフィギュレータを中心に

デザイン思考の共感プロセス反復から得た学びと課題

* 徳永 弘子 ¹、井原 雅行 ¹、村上 宏樹 ²、古賀 昭彦1, 3、行平 崇1, 3、前田 亮一1, 4、猿渡 進平1, 2、竹下 一樹 ²、久野 真矢1, 5、本江 正茂1, 6

1. 理化学研究所情報統合本部先端データサイエンスプロジェクトデータサイエンスデザインチーム , 2.医療法人静光園白川病院 , 3.帝京大学福岡医療技術学部 , 4.（株）UDワーク, 5.県立広島大学保健福祉学部 , 6. 東北大学大学院工学研究科

トランジションデザインによる参加意識の形成

*長谷川 敦士 ¹、岩嵜 博論 ¹
1. 武蔵野美術大学

デザイン思考によるインバウンド観光企画の試み

* 佐々 牧雄 ¹、中本 和宏 ²、板垣 順平 ³、玄永 明日真 ¹、島崎 猛 ¹
1. 関東学院大学 , 2.千葉工業大学 , 3. 長岡造形大学

デザインの目的に関する考察と提案
* 蘆澤 雄亮 ¹
1. 芝浦工業大学

フィンランドの公共セクターにおけるデザインの役割
* 岩嵜 博論 ¹、森 一貴 ²、粟田 恵吾 ³、辻本 綾香 ³
1. 武蔵野美術大学 , 2.Aalto University, 3. 株式会社日本総合研究所

パーソンセンタード介護サービスの設計における利用者介入

Co-SpeculationとしてのTransition Design

中国の大学生を対象とした首都圏観光ツアーの企画を事例として

デジタルデバイスのユーザインタフェースにおける「PLAY」の研究
* 新井 律 ¹、檜尾 安樹絵 ²、三浦 秀彦 ¹、小野 健太 ¹
1.千葉大学 , 2.ヤマハ株式会社デザイン研究所

サウンドポインタ：聴覚フィードバックにより操作可能なポインティングインタフェース

* 古町 昂大 ¹、美馬 義亮 ²、安井 重哉 ²
1. 公立はこだて未来大学大学院 , 2. 公立はこだて未来大学

SD 法において印象評価を行う実験用GUI の提案
* 岩﨑 百音 ¹、蘆澤 雄亮 ²
1. 芝浦工業大学大学院 , 2. 芝浦工業大学

コミュニケーションロボットの感情表現動作についての研究
* 橋田 規子 ¹、佐々木 陸 ¹、上村 真理奈 ²、金子 豊 ²、奥田  誠 ²、西本 友成 ²、大亦 寿行 ²
1. 芝浦工業大学 , 2.NHK 放送技術研究所

UI の情報提示の違いがスキャナビリティに及ぼす影響

* 松本 幹大 ¹
1. 芝浦工業大学

立体音響空間内の音源への操作方法と聴覚フィードバックの提案と評価

セルフオーダー UIを中心に
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5F- オープンラボポスター会場
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OPEN SIG（公開型研究部会）
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７
発表会場

情報デザイン部会

地域づくりのサービスデザインを考える

* 野本 七海 ¹、今井 悠理 ¹、鈴木 彩音 ¹、安武 伸朗 ¹
1.常葉大学　

地域包括ケアシステムの現場と理想
PA-01

動物園での印象評価をもとにした案内マップの分析2

* 政倉 祐子 ¹、田邉 里奈 ²、若林 尚樹 ³、正木 美舟⁴
1. 愛知淑徳大学 , 2.千葉工業大学 , 3. 札幌市立大学 , 4. 公益財団法人横浜市緑の協会横浜市立金沢動物園

マップ使用の有無による観覧体験の効果計測
PA-02

教材としての動物の顔のペーパークラフトの設計

* 若林 尚樹 ¹、高橋 こはく²、曽我 采加 ²、政倉 祐子 ³、田邉 里奈⁴
1. 札幌市立大学 , 2. 札幌市立大学デザイン学部 , 3. 愛知淑徳大学 , 4.千葉工業大学

動物の頭部形態の類型化をもとにしたペーパークラフトの設計２
PA-03

表現を出力する方法としてのステッカーの可能性

* 福田 大年 ¹、男澤 詩織 ²、田中 耀大 ²、谷口 風太 ²
1. 札幌市立大学 , 2. 札幌市立大学デザイン学部

貼ロプロの活動を振り返って
PA-04

プロトタイピングにおける多層的対話と経験学習

*上平 崇仁 ¹、小柳 梨華 ¹、新井田 統 ²、照井 亮 ²、山本 博之 ³、嶋田 翔三郎⁴、新居 英明⁴
1. 専修大学ネットワーク情報学部 , 2.KDDI 総合研究所 , 3. 東京都立若葉総合高等学校 , 4.VIVIWARE 株式会社

高校生向けの情報デザインの学びをどう考えるか
PA-05

学習をメインとしたメモ機能の検討について
* 李 淵宰 ¹
1. 芝浦工業大学大学院

PA-06

認知症キッズサポーター養成を支援するデジタル教育絵本
* 劉 慧敏 ¹、工藤 芳彰 ²
1. 医療法人社団珠泉会 , 2. 拓殖大学

PA-07

Service Design Proposal using VR Technology

*Ken Matsuda¹, Ryo Masuoka¹, Yasuo Kawai²
1.Osaka Institute of Technology, 2.Bunkyo University

A virtual in-flight service experience
PA-08

リモート環境を活用した共同料理のインタラクションデザイン
* 王 悠然 ¹、細谷 多聞 ²
1. 札幌市立大学デザイン研究科 , 2. 札幌市立大学

PA-09

情報の共有によって達成感を向上させるためのデザイン
* 隋 適存 ¹、細谷 多聞 ²
1. 札幌市立大学デザイン研究科 , 2. 札幌市立大学

PA-10

家庭で食品を廃棄している当事者に対するリサーチと気づき

* 貝瀬 優季 ¹、安武 伸郎 ¹
1.常葉大学

生活の実践を見つめる試み
PA-11

家庭内のコミュニケーションを促進するデザインに関する研究

* 牛 靚靚 ¹、植村 朋弘 ²
1. 多摩美術大学大学院 , 2. 多摩美術大学

小学生および留学生をもつ家族を事例として
PA-12

読書活動推進のためのオンラインビブリオバトルシステムの提案
* 鈴木 克磨 ¹、小泉 洸介 ¹、新川 兼汰 ¹、竹澤 冬馬 ¹、和田 桂己 ¹、栗原 龍太郎 ¹、川合 康央 ¹
1. 文教大学

PA-13

エデュテイメントと拡張現実を融合させた新しい学習法の提案
* 富田 萌子 ¹、菊竹 雪 ²
1. 東京都立大学大学院 , 2. 東京都立大学

PA-14

友人間の「誘う・誘われる」の循環を促すサービスの提案
* 石塚 啓介 ¹
1.千葉工業大学

PA-15

若者が使用する「偽中国語」と「偽日本語」についてのグラフィックデザイン研究
* 王 子丹 ¹
1. 宝塚大学大学院メディア芸術研究科

PA-16



ラベルデザインによる雨に対する意識変容への影響

* 近藤 晶 ¹、笠井 利浩 ¹、三寺 潤 ¹
1. 福井工業大学

あまみずドリンクを用いた環境教育教材の開発
PA-17

地域観光への公共サイン及び AR 技術の活用に関する研究
* 加藤 由宇 ¹、髙橋 晴飛 ¹、佐々木 大和 ²、田畑 沙彩 ²、小野 健太 ³、原 寛道 ³、青木 宏展 ³、根津 孝太 ³、高木 正太郎 ³
1.千葉大学大学院 , 2.千葉大学 , 3. デザイン・リサーチ・インスティチュート

PA-18

m stool　－「余白」のスタッキングとその可能性 －
* 碓井 厚希 ¹、赤井 愛 ²
1. 大阪工業大学大学院 , 2. 大阪工業大学

PA-19

子どもの木材加工への意欲向上を目的とした「ノコギリ」の使用を体験的に習得できる題材及びプログラムの開発
* 奥山 尚史 ¹、小宮 加容子 ²
1. 札幌市立大学デザイン研究科 , 2. 札幌市立大学

PA-20

幼児における心理的な要因と玩具デザイン提案
* 武井 まどか ¹、鈴木 勘太 ¹、 禹 在勇 ¹
1. 湘南工科大学

PA-21

タケ材を用いたフレーム構造と編組構成面材による収納家具の試作
* 佐藤 伶 ¹、兪 建琳 ²、白石 照美 ³、阿部 眞理 ³、森岡 大輔 ³
1. 拓殖大学工学部 , 2. 拓殖大学大学院 , 3. 拓殖大学

PA-22

弾性スギ圧縮木材と広葉樹材による側板を持つ転倒リスク軽減家具の開発
* 中嶋 観司 ¹、篠崎 宏樹 ³、阿部 眞理 ²、白石 照美 ²、森岡 大輔 ²
1. 拓殖大学大学院 , 2. 拓殖大学 , 3. オーデリック株式会社

PA-23

カンボジアの首都プノンペンにおける都市計画の研究

* 藤澤 忠盛 ¹、清水 淳史 ¹
1. 昭和女子大学国際文化研究所

中心市街地 4区における都市要素の継承と変容
PA-24

草木染めの工程による色彩変化に関する研究

* 田中 頌子 ¹、金子 梨砂 ¹、禹 在勇 ¹
1. 湘南工科大学

家庭で出るごみを利用したSDGsキットデザインの提案
PA-25

大規模 3次元都市空間モデルを用いた都市情報ビジュアライゼーションシステムの提案
* 川合 康央 ¹、池田 岳史 ²、益岡 了 ³
1. 文教大学 , 2. 福井工業大学 , 3. 大阪工業大学

PA-26

画像認識を用いた駐輪場管理業務支援システムのデザイン
* 西海 大愛 ¹、坂内 蓮 ¹、桐生 優和 ¹、鈴木 大翔 ¹、福嶋 穂倖 ¹、中川 瞳 ¹、川合 康央 ¹
1. 文教大学情報学部

PA-27

都市部における交通事故防止のためのドライビングシミュレーションシステムの開発
* 武谷 龍 ¹、川合 康央 ²
1. 文教大学大学院情報学研究科 , 2. 文教大学情報学部

PA-28

中国南京市佘村における潘氏祠堂の内部空間の再現

* 李 敏 ¹、青木 宏展 ²、植田 憲 ²
1.千葉大学大学院 , 2.千葉大学

―寝堂における木主の配置を中心に―
PA-29

常州梳篦制作における竹材活用の工程とその変遷
* 蘇 文宇 ¹、青木 宏展 ²、植田 憲 ²
1.千葉大学大学院 , 2.千葉大学

PA-30

地域がひとつの家だとしたら

* 原田 旺輔 ¹、北 雄介 ²
1. 長岡造形大学大学院造形研究科造形専攻建築・環境デザイン領域 , 2. 長岡造形大学造形学部建築・環境デザイン学科

長野県松本市波田における地域スキーマの可視化方法の研究
PA-31

おもちゃによる地域資源の展開の可能性

* 熊木 七菜子 ¹、板垣 順平 ²
1. 長岡造形大学大学院 , 2. 長岡造形大学

新潟県長岡市内の魅力を題材としたおもちゃ制作を事例として
PA-32

多様な生活者の鑑賞に資する文化財の立体展示モデル制作への指針

* 青木 宏展 ¹、都  宥林、沈 恵園 ²、植田 憲 ¹
1.千葉大学 , 2. 株式会社デザインフィル

東京都墨田区における石造文化財の３Dデータの取得と活用
PA-33

文化財のレプリカへの触れる展示の体験者の属性

* 陳 娟志 ¹、青木 宏展 ²、植田 憲 ²
1.千葉大学大学院 , 2.千葉大学

市原歴史博物館における３Ｄデジタル造形技術を用いた触れる展示の実践に基づいて
PA-34

千葉の海の魅力を県内外に発信する統一ブランド化の提案

* 丸山 新世 ¹、植田 憲 ²、青木 宏展 ²
1.千葉大学大学院 , 2.千葉大学

千葉県の海にまつわる暮らしの共有と発信
PA-35

新潟における伝統染織と民藝の関わりについて

*小出 真理子 ¹
1. 新潟青陵大学短期大学部

小千谷地域の片貝木綿を中心に
PA-36

ヘアカットにみる調整過程

* 関 博紀 ¹、佐々木 智也 ¹、石井 滉也 ¹、井本 凪香 ¹
1. 東京都市大学メディア情報学部

女性のロングヘアを対象とした髪型分析とカット場面の分析
PA-37

24th JUNE, 11:00 - 12:30 OPEN SIG +ポスターセッションA
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OPEN SIG（公開型研究部会）

11:00

12:004F-2402

8
発表会場

子どものためのデザイン部会

5F- オープンラボポスター会場

11:10 - 12:30

地域課題のための社会実験とアクション・リサーチの実践

* 井上 順子 ¹、石沢 舞 ²、川島 里沙 ³
1. 学校法人電子学園日本電子専門学校 , 2. 株式会社ミツワ, 3.アクセンチュア株式会社

実践活動の修正プロセスの分析
PB-17

セイヨウミツバチ用巣箱のデザインニーズの把握
* 三輪 正幸 ¹、小野 健太 ¹、渡邉 誠 ²
1.千葉大学デザイン・リサーチ・インスティテュート三輪研究室 , 2.千葉大学大学院国際学術研究院

PB-01

地域観光への公共サイン及び AR 技術の活用に関する研究
* 髙橋 晴飛 ¹、加藤 由宇 ¹、佐々木 大和 ²、田畑 沙彩 ²、小野 健太 ³、原 寛道 ³、青木 宏展 ³、根津 孝太 ³、高木 正太郎 ³
1.千葉大学大学院 , 2.千葉大学 , 3. デザイン・リサーチ・インスティチュート

PB-02

大企業のDXにおけるデザイン思考の活用の研究

* 中川 脩平 ¹
1. 武蔵野美術大学

デザイン思考の活用状況の調査、及びデザイン思考活用の課題の抽出
PB-03

創造的思考のワークショップにおけるプロトタイピング手法の提案

* 中本 和宏 ¹、佐々 牧雄 ²、板垣 順平 ³
1.千葉工業大学 , 2. 関東学院大学 , 3. 長岡造形大学

画像生成 AIを補助的に用いた視覚的デザインプロトタイピングの活用方法の検討
PB-04

企業組織における「共同的な知の探索」の方法論の探究

* 瀧 知惠美 ¹、西村 歩 ¹、山内 一真 ¹、田幡 祐斤 ¹
1. 株式会社MIMIGURI

「理念浸透」の知の循環を事例とした考察
PB-05

介護施設における福祉用具のデザイン提案
* 土岐 惣一朗 ¹、諸橋 祐翔 ¹、禹 在勇 ¹
1. 湘南工科大学

PB-06

若者向けアルコール飲料のパッケージデザインに向けた調査分析

* 向井 万里子 ¹
1. 宝塚大学大学院メディア芸術研究科

日本酒パッケージから見た年齢別購買意識
PB-07

ぬい活とクリエイティビティの関係性について
* 高野 友夏 ¹、小宮 加容子 ²
1. 札幌市立大学大学院デザイン研究科 , 2. 札幌市立大学

PB-08

地域住民との共同創作活動によるコミュニケーションの向上

* 畢 暁雪 ¹
1. 宝塚大学大学院メディア芸術研究科

プロジェクトの実施をめぐって
PB-09

雪道でも気軽に散歩ができるベビーカーの提案
* 佐山 海音 ¹、細谷 多聞 ¹、小宮 加容子 ¹
1. 札幌市立大学デザイン学部

PB-10

イラストレーターの創作活動から見る学びのデザイン
* 松浦 李恵 ¹
1. 宝塚大学東京メディア芸術学部

PB-11

仏壇を後世に伝承するプロダクトの研究開発

* 井倉 芳弥 ¹、影山 友彰 ¹、大矢 博彦 ²
1. 名古屋市立大学大学院 , 2. 有限会社美濃梅

転生相伝 REPRO-BOXの製作と実装に向けて
PB-12

アイスブレイクの効果を高めるボードゲームのデザイン
* 三輪 智優 ¹、後藤 匠 ¹、宮田 佳美 ¹
1. 湘南工科大学

PB-13

災害時における子供向けメンタルケアプロダクトの提案
* 田中 慎人¹、宮田 佳美 ¹、堀川 将幸 ¹、禹 在勇 ¹
1. 湘南工科大学

PB-14

さわって楽しむあそび「びりびり　わしゃわしゃ」の実践報告
*小宮 加容子 ¹、細谷 多聞 ¹、堀田 ゆりあ ²
1. 札幌市立大学 , 2. 札幌市立大学デザイン学部

PB-15

「なりきる」ことであそびを豊かにする可能性の検証

* 堀田 ゆりあ¹、小宮 加容子 ¹、細谷 多聞 ¹、岩田 澄香 ¹、小原 千宥 ¹
1. 札幌市立大学

あそび「にんにんどろ～ん、にんじゃでござる」の実施報告
PB-16



UD 視点による呼吸器プロダクトの可能性についてー8

* 肥田 不二夫 ¹、中川 一人²、伊藤 玲子 ³、権 寧博 ³
1. 日本大学芸術学部デザイン学科　, 2. 日本大学生産工学部創生デザイン学科 , 3. 日本大学医学部

医学とデザイン学の融合による次世代型呼吸器診療ツールの開発
PB-18

モーションセンサによる視覚障害者向け下り段差検知システムの検知
* 松本 俊亮 ¹、出本 悠太郎 ²、小倉 尚悟 ²、田中 みなみ ²
1. 芝浦工業大学大学院 , 2. 芝浦工業大学

PB-19

VR自転車シミュレータを用いた危機回避による体験プログラム

* 永見 豊 ¹、布施 秋哉 ²
1. 拓殖大学工学部 , 2. 拓殖大学 工学部デザイン学科

ヘッドマウントディスプレイによる臨場感の検証
PB-20

緊急情報への気づきを支援する多機能ヘッドボードのデザイン
* 横井 聖宏 ¹、水野 美里 ¹
1. 筑波技術大学

PB-21

明るさ・重さ錯覚が上下ボタンの知覚に及ぼす影響に関する研究
* 本多 明生 ¹、横山 恭雅 ¹
1. 静岡理工科大学情報学部

PB-22

消費者が持つイメージによるEVらしさについて
* 李 衡 ¹、梁 元碩 ²
1. 芝浦工業大学大学院 , 2. 芝浦工業大学

PB-23

歩行者向け注意喚起サインとしての緩やかな凹凸路面の有効性
* 田中 みなみ¹、椎名 日向 ¹、ロ ギメイ¹
1. 芝浦工業大学

PB-24

A Study on the Classification of Products with the Wenqing Identity Label

*TSAI-YUN LO¹, Yi-Ting Chen¹
1.Tatung University, Taiwan

A Case Study of Youth Groups in Taiwan
PB-25

人工オパールによる国宝「曜変天目」の色彩の表現

*小野 洋介 ¹
1. 神奈川県立産業技術総合研究所

宝石の構造色を纏った茶碗の制作
PB-26

伸縮性の異なる生地の組み合わせによる立体表現の提案
*長内 望理 ¹、佐藤 浩一郎 ²、寺内 文雄 ²
1.千葉大学大学院 , 2.千葉大学デザイン・リサーチ・インスティテュート

PB-27

充填材の形状と素材に注目したスクイーズの触感創出と印象分析
* 箕輪 侑 ¹、佐藤 浩一郎 ²、寺内 文雄 ²
1.千葉大学大学院 , 2.千葉大学デザイン・リサーチ・インスティテュート

PB-28

不規則なバウンドを活用したアクティビティの提案
* 岩崎 理樹 ¹、佐藤 浩一郎 ²、寺内 文雄 ²
1.千葉大学大学院 , 2.千葉大学デザイン・リサーチ・インスティテュート

PB-29

身体特徴を考慮したキーボードデザインの為のユーザビリティ実験

* 福原 悠太 ¹、加藤 貴司 ¹、志水 匠 ²
1. 地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター , 2. 元地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター

キー間隔検討の為のユーザビリティ実験の報告
PB-30

車いす用グリップ形状の違いによる身体的負荷分析
* 成田 瑠七 ¹、榊原 仁 ²、森岡 大輔 ³
1. 拓殖大学大学院 , 2. 拓殖大学工学部 , 3. 拓殖大学

PB-31

サービスデザイナーによるデザイン教育の実践

*長谷川 敦士 ¹、青木 由季 ¹、荒尾 彩子 ¹、内田 絢斗 ¹、川岸 亮平 ¹、高石 有美子 ¹、山本 泰子 ¹
1. 株式会社コンセント

子供向け「おしごと体験」ワークショップを通じて
PB-32

25th JUNE, 11:00 - 12:30 OPEN SIG +ポスターセッションB

OPEN SIG（公開型研究部会）
情報デザイン部会活動展示

Research of Teaching and Learning Models for Design Courses with Figma

*WEI XU¹, XIN CHEN¹
1.Dalian University of Technology

A case study of Online Courses with Figma
PB-33

秋田市大森山動物園 50周年記念モニュメントデザイン
*BAE JIN SEOK¹、李 昭旻 ²
1. 秋田公立美術大学 , 2. 韓国梨花女子大学大学院

PB-34

The Impact of Online Management and Information Interaction on Graduation Design Process from the Perspective of Service Design
*YUZHEN LI¹, JIANJUN LIU¹, DAN LI¹
1.Dalian University Of Technology

PB-35

ワークショップデザインプログラムの体験的な価値

* 伊勢 壮太 ¹、長谷川 敦士 ¹
1. 武蔵野美術大学大学院造形構想研究科

教職課程学生とのワークショップデザインについての実践報告
PB-36




